
■これまでの委員会審議の結果と仮指摘事項案　「道都札幌を支える交通体系の構築」

NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案

1 SAPICA導⼊活⽤推進費

どのようなプロセスを経て
SAPICAは導⼊されたのか（議会
や審議会での検討結果も含めて）

追加
質問

1
SAPICA導⼊活⽤推進費

札幌市の場合は、⾮常に早い段階
でＳ．Ｍ．Ａ．Ｐカードの実証実
験が⾏われたが、現在のＳＡＰＩ
ＣＡの運⽤と変わらない状況の中
で、Ｓ．Ｍ．Ａ．Ｐカードからそ
のまま移⾏できなかった理由は何
かあったのか

所管部局回答

 全国的にICカードが急速に普及している状況や、過去に札幌市で実施したICカード活⽤の実証実
験の取り組み結果等を踏まえ、平成18年度に札幌市として、「公共交通の活性化、市⺠の利便性
向上、地域経済の活性化、環境負荷の低減」の4点を⽬的に、ICカード事業を推進していく⽅針を
決定した。（企画調整会議を経て、市⻑決裁により決定）
 なお、議会においては、平成16年以降、主に、ICカード導⼊に向けて取り組んでいくべきとの
⽴場から、質疑が⾏われてきた経緯がある。
 事業の推進に当たっては、市内⺠営バス事業者にも参画を求め、札幌市（総務局、交通局）とバ
ス事業者（ジェイ・アール北海道バス、じょうてつ、北海道中央バス）が対等な⽴場で参画する
「札幌ICカード協議会」を平成19年11⽉に設⽴した上、同協議会としてSAPICAを導⼊していく
ことを決定している。

◎主なサービスの開始時期（予定を含む）
 ・平成21年1⽉ 地下鉄に導⼊
 ・平成23年3⽉ 電⼦マネーサービス開始
 ・平成25年6⽉ バス・路⾯電⾞に導⼊（定期券サービスを除く）
 ・平成26年2⽉ バス・路⾯電⾞で定期券サービス開始予定
 ・平成26年度中 図書館貸出券サービス開始予定

 機器は⼀部だったと思われるので、その機器をそのまま使ってという意味では、それほど投資と
しては差がないと思われる。
 ただ、カードのノウハウ⾃体は持っており、積み上げてきたものがあったため、最初の開発につ
いては、額は⼩さくできたと思われる。そういった意味では、実験⾃体は役⽴っていたし、コンパ
クトにできたと考えている。

資料3-2
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

追加
質問

2

SAPICA導⼊活⽤推進
費

「通常の駅務機器より低廉であ
る」と書いてあるが、ＩＣ化を
進めなくても安くなるという意
味の削減効果なのか

SAPICA導⼊の市の考え⽅のＰＲに引き続き努
めるとともに、ウィズユーカードの廃⽌時期な
ど、今後の事業スケジュールについても、時間
的な余裕をもって市⺠に周知を図ること。

2
SAPICA導⼊活⽤推進
費

費⽤対効果の観点から、
SAPICA導⼊に投⼊した費⽤の
回収の計画や、導⼊による効果
はどのようになっているか

 地下鉄へのSAPICA導⼊は、現在使⽤している機器の更新サイクルにあわせることで、費⽤を極
⼒抑えるよう計画的に導⼊を進めてきた。
具体的には、機器の⽼朽化による通常の機器更新（費⽤82.8億円）に合わせてIC化（費⽤92億
円）を実施しており、実質9.2億円の費⽤増で導⼊できるよう計画し進めてきたところ。
 実績としては、バスや路⾯電⾞へのSAPICA導⼊が遅れるなどしたため、IC専⽤改札機への更新
は計画より遅れているものの、総額90.2億円で計画を達成できる⾒込みであり、これは実質7.4億
円の費⽤増で地下鉄にSAPICAが導⼊できる計算になる（別添資料1）。
 また、バスや路⾯電⾞へのSAPICA導⼊や福祉割引SAPICAの導⼊、その他Suica等全国の他社
カードの受け⼊れに伴う改修費⽤は15.8億円を⾒込んでおり、結果として、IC化に伴う費⽤増は
計23.2億円となる⾒込みである。
 ⼀⽅、経費削減効果については、共通利⽤センター利⽤⼿数料（※）等の費⽤増はあるものの、
共通ウィズユーカードからSAPICAに⼀本化した場合、カード作成経費や⼀万円のウィズユーカー
ドのプレミアムとの差額、他改札機等の駅務機器保守費⽤の削減等によって、年間6.6億円の経費
削減効果を⾒込んでおり、4年で投下した費⽤を回収できる⾒込みである。
 さらには、機器更新費⽤についても、IC専⽤駅務機器は通常の駅務機器より低廉であるため、次
回の機器更新及び今後のIC専⽤機への切り替えによって、さらに8.3億円の削減効果も期待でき
る。
 ⼀⽅、バスや路⾯電⾞におけるSAPICAの導⼊費⽤に関しては、各交通事業者の厳しい経営環境
などを考慮し、初期経費に対して市が補助を⾏ったものであるため、市が投下した費⽤を回収する
という考え⽅にはなじまないが、各事業者においては、地下鉄に準じた経費削減効果が⾒込まれて
いる。

【参考】
全国主要都市の地下鉄へのICカード導⼊時期
 ・札幌：平成21年、関東圏：平成19年、名古屋圏：平成23年、関⻄圏：平成16年、福岡：平成21年
※共通利⽤センター利⽤⼿数料
「共通利⽤センター」とは、ＳＡＰＩＣＡエリアにおけるＩＣカードの利⽤情報を集約し、精算等その運⽤
に必要な業務を⾏うセンターシステムのこと。
札幌総合情報センター株式会社にセンターの運営を委託しており、その費⽤は利⽤⼿数料として、ＩＣカー
ドの利⽤実績に応じて関係交通事業者で案分し、負担している。

ＩＣカードが普及した場合には、専⽤機を多く⼊れる予定であり、専⽤機は実際に半額以下ぐらいの費⽤に
なる。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

3
SAPICA導⼊活⽤推進
費

市⺠にとって、SAPICAにはど
のような利点があるか

・利便性の⾼いICカードやドニチカキッ
プなどをもっと普及させる。
・特別なICカードの販売や、PR販売
（⼀⽇駅⻑など）などをする。
・サピカを「ウィズユーカード」並みに
もっとお得に使えるようにする。使い⽅
やポイントについて、もっと市⺠に分か
りやすく紹介する。

№2と同じ

追加
質問

3

SAPICA導⼊活⽤推進
費

１万円のカードの割引率が１
５％あり、ＳＡＰＩＣＡのほう
が割引率は低い状況であるが、
ウィズユーカードの廃⽌の予定
はあるか。

追加
質問

4
SAPICA導⼊活⽤推進費

ＳＡＰＩＣＡによる図書館の利
⽤を考えた結果、他の都市への
ＳＡＰＩＣＡの利⽤ができない
⽚利⽤の形になっている。今
後、⽚利⽤の改善を図る予定は
ないのか。
また、相⼿が受け⼊れてくれな
いというのは、札幌市の交渉能
⼒が⽋けているのではないか

ＳＡＰＩＣＡが早期に相互利⽤できるよう、関
係機関と協議を進めること。

◎ウィズユーカードと⽐較したSAPICAの利点
 ・改札機や運賃箱にカードをタッチするだけでスピーディーに乗降可能
 ・スムーズな乗降による定時運⾏の確保
 ・定期券の乗り越し精算が⾃動で可能
 ・記名SAPICAでは万⼀の紛失時にも残額を保証して再発⾏可能（⼿数料等が必要）
 ・オートチャージサービスを利⽤すれば残額を意識せず利⽤できる
 ・同じカードを繰り返し利⽤するため環境に優しい
 ・電⼦マネーとしても利⽤できる

◎Kitacaと⽐較したSAPICAの利点
 ・地下鉄、バス、市電利⽤時に乗⾞料⾦の10％のSAPICAポイントが貯まる
  （Kitacaはポイントサービスなし）
 ・オートチャージサービス（Kitacaはオートチャージサービスなし）

上記のほか、SAPICAならではの利点としては、交通利⽤のみならず、図書館貸出券や地域ポイン
ト事業といった⾏政サービス等で多⽬的に利⽤可能なこと、関係事業者が札幌圏に限定されている
ためコストコントロールが可能なことが挙げられる。
なお、今後も多⽬的なサービスの拡⼤を検討していく予定である。

具体的な時期につきましては、まだ決まっていない。26年２⽉にバスで定期が使えるようになる
など、サービスが整うのはもう少し先なので、共通ウィズユーカードを⼀緒に運⽤しているバス会
社と協議をしながら、今後の移⾏のタイミングを決めていきたいと思っている。

 市⺠カードとしてのコンセプトがあるため、現在の機能で作っているが、広く普及させたいと
思っている。
 ⽚利⽤の改善にあたっては、読み取り機を変える必要があるが、技術的には、Ｋｉｔａｃａの装
置を、ＳＡＰＩＣＡのカードを読めて精算できる形に変えていただくことで改善できる。投資につ
いては、それぞれの受⼊れ側で⾏う。今回のバスへの導⼊と⼀緒に、Ｋｉｔａｃａの乗り⼊れも設
定したが、今後も粘り強く他社へへ協⼒をお願いしていく。
 まずは札幌市側で受け⼊れをしたところであるので、次は他社へ継続的にお願いしていかなけれ
ばいけないと思っている。まずは北海道地区で、道央圏から交渉している。

3/11



NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

追加
質問

5
施策全般（バス）

バス路線の維持や、これからの
再編、縮⼩に関しては、札幌市
としてどのような⽴場で関わっ
ていくのか

・バスを利⽤しやすくするために、路線
図の⽂字を⼤きくして絵や写真を使う
等、もっと分かりやすい案内標⽰にす
る。
・バス停の待ち時間の表⽰やルートが分
かるアプリ等の開発を通じてバスを使い
やすく。
・バスの到着時刻が分かるようなシステ
ム、例えば停留所の電光掲⽰板、スマホ
でのチェックができるように
・バスの利便性を⾼めるために、利⽤実
態に合わせて路線やダイヤを⾒直す。
・バス路線や停留所の位置、本数につい
て市場調査を⼗分にしてほしい。

誰もが利⽤しやすいバス事業にするために、わ
かりやすい路線図などの案内表⽰、バスの運⾏
状況を表⽰するシステムなど、バスの利便性を
向上させる取組について、バス事業者と協議を
進め、検討を促すこと。

追加
質問

6
施策全般（バス）

バス路線の再編は、市が主導す
ることはあるのか

追加
質問

7
施策全般（バス）

これから、札幌市も、⼈⼝が
減っていく中で、コミュニティ
バスのようなやり⽅を市が率先
してやることが必要になってく
るのではないか

・利⽤者の少ない地域（郊外など）や時
間帯にミニバスを⾛らせて効率化を図っ
ては？
・郊外の路線を将来に渡って維持するた
め、短距離運⾏の⼩型のもので良いの
で、コミュニティバスを運⾏する。⽬的
に合わせたデマンド運⾏で利便性を確保
する。

将来的なバス路線の確保については、既存のバ
ス路線の維持にとらわれず、例えばコミュニ
ティバスなど、多様な⼿法を含めて検討するこ
と。

追加
質問

8
施策全般（バス）

路線維持をしている限りは札幌
市から補助⾦が出るが、路線を
再編して乗降客が増えると、そ
の段階で補助がなくなったり減
ることになるため、事業者が⾃
分で⼯夫して路線を変えていこ
うというインセンティブが働か
ないのではないか。

今のバス路線は、市内くまなくバスが⾛っており、地域の⾜として現状の路線を維持していきたい
という考えを持っている。そのために補助制度を持っており、要件に該当した路線については、市
で補助⾦を出している状態である。
公共交通、特にバスについては、⾝近な⾜として守っていかなければいけないと思っており、路線
維持に加え、利⽤の促進をしていくことについて取り組んでいる。

例えば我々で補助⾦を出している路線については、補助を出す以上、⾚字の状況を改善するために
努⼒を求めている。それに応じて、事業者が改善の努⼒をしていくという⾯はある。

規模によるが、今のところ、そういった考え⽅はない。例えば、路線の変更は、経営に関わってく
るため、事業者の判断になるが、アイデアや情報を交換しながら、協⼒していきたいと思う。

現状では、⺠間のバス路線でほぼ市街化区域も１００％近くをカバーしている。そういった中でコ
ミュニティバスを⾛らせると、現⾏の路線と競合する。今のガイドラインでは、競合することがな
いように、と定めている。現状としては、路線は整備されているため、コミュニティバスを現実的
に⼊れることを考えていない。
 ただ、今後、状況が変われば、その段階で検討していかなければいけないと思う。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

4 施策全般（路⾯電⾞）

新型⾞両導⼊による費⽤対効果
はどのように試算しているか

追加
質問

9
施策全般（路⾯電⾞）

新設させる狸⼩路の停留所は、
どのくらいの費⽤が掛かるのか

追加
質問
10

施策全般（路⾯電⾞）

新型⾞両は今後、何年度に何台
増えていく計画があるのか。
⾞両は１台どれくらい掛かるの
か。
費⽤の回収計画はどのように考
えているのか。

追加
質問
11

施策全般（路⾯電⾞）

全国で上下分離⽅式がかなり広
がっているが、札幌市では上下
分離⽅式の経営を導⼊する予定
がない理由について教えてほし
い

追加
質問
12

施策全般（路⾯電⾞）

ループ化による運⾏効率の向上
はあると思うが、そのあたりは
コストとして試算されている
か。
より⻑い⾞両を、特に朝ラッ
シュ時等の効率化のために運⾏
する計画はないのか。

細かいレベルではまだ固まっていないが、全体の事業費としては約１９億円。今の⻄４丁⽬とすす
きのを結ぶ、既設の改修を含めた新たな路線という形になっている。

平成３２年度までには１２台の⾞両を導⼊し、約３分の１強が新しい⾞両になる予定である。
⾞両にかかる費⽤は、１両２億６，０００万円程度となっています
基本的に、今後の路⾯電⾞の事業については、新たな設備投資は市税から投⼊する形を考えてい
る。新たな投資以外の通常の運⾏にかかる部分については、料⾦収⼊で運営するという考えのもと
で⾏っていく。

路⾯電⾞活⽤計画の中でも、上下分離⽅式の導⼊も有⼒な選択肢の⼀つと考えて、今、検討してい
るところである。
平成３０年代の前半を⽬途に経営形態の⾒直しを図りたいということで、内部で検討している。

今は３１両で運⾏しているが、ループ化後には３３両で運⾏する。朝ラッシュに乗客が乗り切れな
いことがないように、ある程度のの本数、⾞両を⼊れなければならない。⾛⾏距離が延びると、そ
の分、⾞両も導⼊しなければならないため、今は３３両で⾒積もっている。それに伴い、運転⼿も
増える。そういった総体の経費の増加も踏まえ、収⽀は試算している。
より⻑い⾞両については、現状の電停の⻑さが⻑くても２０メートル程度のため、あまり⻑い⾞両
を⼊れても⼈が乗り切れない。今の⾞両を⻑くするのではなくて、新しい⾞両の⻑さ程度で、きち
んと効率よく運⾏していくことが良いと考えている。

 新型低床⾞両の導⼊は、⾞両の更新計画に基づくものであり、運転開始から50年以上経過する
⽼朽化⾞両の更新に併せたものである。
 なお、新たな⾞両に導⼊にあたっては、バリアフリー法に⽰す基準への適合が義務付けられてい
ることから、この法律に則って低床⾞両を導⼊している。
 したがって、新型低床⾞両導⼊による費⽤対効果は算出していないが、停留場との段差が少な
く、⾞内も段差がないので乗り降りしやすくなり、利便性が向上するとともに、２割程度の定員の
増加による⾞内混雑の緩和や冷房機設置の機能性の充実により快適性が向上し、さらに、魅⼒的な
デザインの⾞両による都市の活性化への貢献が期待できると考えている。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

追加
質問
13

施策全般（路⾯電⾞）

停留所の再整備は、安全⾯を含
んで⾏われるものか

5 施策全般（施設）

駅や⾞両などにおける、公共交
通のバリアフリー化の現状を⽰
してほしい

●JR駅のバリアフリー化について（H25.3.31現
在の状況）
 市内全26駅のうちの整備対象駅（乗降客数が
3,000⼈/⽇以上）は22駅あり、そのうち整備済
駅が16駅、未整備駅は苗穂駅、上野幌駅、篠路
駅、拓北駅、あいの⾥公園駅、⼋軒駅（案内設
備等のみ未整備）の6駅となっている。
●地下鉄駅のバリアフリー化について
（H25.3.31現在の状況）
 地下鉄のバリアフリー整備については、平成
23年度に46駅全駅にエレベータの設置が完了
し、ホームから地上階まで１ルートの確保がさ
れた。また、⾞いす対応⾝障者トイレについて
も平成23年度に全駅設置が完了している。
 他のバリアフリー設備として、全ての駅にお
いて下記の項⽬について整備済み。
・ 視覚障がい者誘導⽤ブロック
・ エレベーター⾳声案内

・ 駅構内触知図
・ トイレ触地図
・ 出⼊⼝⾳響設備
・ 改札⼝⾳響設備
・ トイレ⾳声案内
・ エスカレーター⾳声案内
・ ⾞いす対応⾝障者トイレ内オストメイト対応
設備
・ 点字料⾦表
●路線バスの低床⾞両の導⼊（H25.3.31現在の
状況）
 札幌市内の路線バスは617台あり、そのうちノ
ンステップバスが121台（導⼊率19.6％）、ワ
ンステップバスが490台（導⼊率79.4％）導⼊
されている。低床⾞両（ノンステップ＋ワンス
テップ）の導⼊率は、99.0％となっている。
●路⾯電⾞の低床⾞両の導⼊（H25.3.31現在の
状況）
保有⾞両３１両中 低床⾞両１両導⼊ （導⼊
率 ３．２％）

・ ソフト⾯のバリアフリー化を推進す
るために、運転⼿や駅員の教育を⼗分に
⾏い、駐輪場や駅案内等のボランティア
も養成する。
・停留所から利⽤頻度の⾼い公共施設ま
での屋根を整備し、冬の公共交通の利便
性を向上させる。

超⾼齢社会において、より⼀層のバリアフリー
化が求められる中、利⽤者への応対などのサー
ビス⾯を含め、効率的・効果的なバリアフリー
化について検討すること。

ループ化の特許を国から受けるときに、路⾯電⾞全体の施⼯の申請をする。その中では、今回の
ループ化の整備と既存路線についても、あわせてバリアフリー化等を⾏っていきたいということで
申請している。
例えば、⻄線であれば⻄１５丁⽬から９条までの間の道路の拡幅事業を⾏い、それにあわせて電停
の幅を１メートルから２メートル広げる。それから、低床⾞両に合わせて、今は１５cmの段差を
３０cmに上げて、より段差を少なする。さらに、その段差が⾼くなるため、横断歩道等へはス
ロープをつけることを、順次、進めていきたいと考えている。
既存路線については、道路が広がらないと幅が広げられないため、段差の解消とスロープだけで、
あとは上屋の改修等ができれば、より安全に待てる形も含めて検討していければと思っている。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

6 路⾯電⾞延伸推進

①路⾯電⾞のループ化により、
利⽤者がどの程度増加するか
②ループ化により、どの程度の
収⼊の増加を⾒込んでいるか
③ループ化により、市としてど
のような利点があると⾒込んで
いるか

市電のループ化により、まちづくりへの寄与な
ど、より⼤きな成果となるよう、他事業との連
携を進めるとともに、市⺠理解の醸成に努める
こと。

7
パークアンドライド駐
⾞場事業関係

当該事業の今後の展望について
⽰してほしい

都⼼部への⾃家⽤⾞流⼊を抑制するという⽬的
への効果は認められるものの、従来バスを利⽤
していた⼈が利⽤者の半数以上いるという現状
であるため、公共交通の利⽤促進という観点か
ら、取組の⾒直しを図ること。

追加
質問
14

パークアンドライド駐
⾞場事業関係

パークアンドライド駐⾞場の駐
⾞場料⾦は均⼀なのか、それぞ
れに差があるのか

追加
質問
15

施策全般（⾃動⾞利
⽤）

マイカーの利⽤をどういうふう
に抑制していくか
マイカーの利⽤抑制や、もう少
し強い形での公共交通への振り
かえ策があり得るのか

・ノーカーデーをもっと広めていく。企
業の協⼒も呼びかけ⼤きな運動に。
・都⼼部への⾃家⽤⾞の乗り⼊れを制限
しては？（市内の混雑解消、公共交通を
利⽤しやすく）

公共交通の利⽤促進の観点から、都⼼部への⾃
家⽤⾞の乗り⼊れを抑制する取組の可能性につ
いて検討すること。

 ⾞については、物理的に抑制することは難しいと思われる。ただ、例えば、郊外の道路を整備し
てそちらを通ることを促すという道路の⾒直しや、⾃動⾞から公共交通への転換を促し、公共交通
は⼤切だという意識を持ってもらうことは、地道ではあるが、⻑い⽬で⾒たときには効果があると
考えている（モビリティ・マネジメント）。
 これまでに、狭い地域を選んで、公共交通を利⽤する意識を⾼めるような冊⼦や、バスの乗り⽅
を解説した本を配った。
 また、実際にバスを利⽤しない⽅については、⾃分の家の近くにあるバス停からのバスの運⾏情
報をお知らせしたところ、実際の⾏動や意識の⾯で公共交通が⼤切だということを理解していただ
いた。そういったことも地道に続けながら、マイカー利⽤抑制へ繋げていきたいと思っている。

  ループ化による時間短縮効果によって、他の交通機関から路⾯電⾞に転換する⼈数を1⽇約600⼈
程度と推計している。この⼈数は、観光客や新たに都⼼を訪れる⼈数を⾒込まず、固めに⾒ている
数字である。
  ループ化による収⼊の増加は、路⾯電⾞活⽤計画における収⽀シミュレーションでは、⼀⽇当た
り600⼈程度の需要増により、年間約３千万円の増収を⾒込んでいる。
 ループ化の効果として、交通⾯においては、沿線の施設や都⼼地域へのアクセス時間の短縮、
朝・⼣ラッシュの混雑緩和、さらに、新型低床⾞両の導⼊や停留場の再整備などバリアフリー化の
進展による利便性の向上があげられる。まちづくり⾯においては、歩道側を⾛⾏するデザイン性に
優れた新型低床⾞両と、狸⼩路に新設される停留場を中⼼に、都⼼に造られる新しい⾵景が札幌の
新たな魅⼒になることで、新たな回遊や交流の促進が期待できる。
 また、地域の商業者が⾏っているイベントや、オープンカフェなどの沿道活動と路⾯電⾞が連携
し、ここにしかない魅⼒的な都市空間を創造することで、まちの賑わい創出にも貢献するものと考
えている。

 過去に⾏ったパークアンドライド駐⾞場利⽤者へのアンケート調査によると、従来バスを利⽤し
ていた⼈が相当数（約56％）含まれていることもあり、今後の展望については、他の公共交通機
関などとの関係を考慮しながら検討していく。

パークアンドライド駐⾞場の場合は、通常の⽉決めに⽐べて若⼲割引となっている。額について
は、それぞれの駐⾞場で値段が違うが、通常の⽉決めよりも若⼲安く貸している。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

9
駐⾞場管理費（真駒内
駅）

利⽤台数の増加のために具体的
にどのような⽅策が取られてい
るのか

8
総合交通計画⼀般事務
費

公共交通情報システム保守料と
バスセンター委託料について、
詳細を⽰してほしい

【公共交通情報システム保守業務】
 ●委託額：9,135,000円
 ●委託内容
   公共交通に関する諸情報をインターネットで
提供する札幌市内公共交通案内サイト（えきバ
スナビ）を中核とするシステムの維持管理を⾏
うとともに、  定期的または適宜⾏うデータ更新
による、当システムの安定的な稼働の確保

【⼤通バスセンターに係る委託料等
76,880,110円の内訳】
■維持管理費
◎施設保守業務
 ●委託額：21,000,000円
 ●委託内容
    ⼤通バスセンタービルにおける以下の業務
   ・建築、電気、機械等各設備の⽇常運
転、監視及び定期点検
   ・施設内の定期巡回点検による災害、犯
罪等の未然防⽌
   ・施設の利⽤時間に係る施錠及び開錠
◎清掃業務
 ●委託額：8,248,800円
 ●委託内容
    ⼤通バスセンタービル１号館１階〜地下２
階の札幌市所管分における⽇常清掃及び定期清
掃

◎エスカレータ保守業務
 ●委託額：4,788,000円
 ●委託内容
   ⼤通バスセンター内のエスカレータ（３
台）の保守
◎その他
   3,588,589円
■修繕費
 ◎分電盤改修
 ●委託先：都市局建築部に予算委託
 ●委託額：13,154,400円
 ●委託内容
   ⽼朽化に伴う分電盤の改修
 ◎汚⽔ポンプ交換
 ●委託額：3,885,000円
 ●委託内容
   ⽼朽化に伴う汚⽔ポンプ（３台）の交換、接
続配管、計器等の交換
 ◎その他
   2,804,069円
■光熱⽔費
 ◎電気代         15,915,671円
 ◎上下⽔道        2,961,240円
  ◎その他             534,341円

 指定管理者が以下の利⽤者増⽅策を⾏っている。
・指定管理者のホームページ上で駐⾞場の概要を説明するとともに、「満・空」情報を提供してい
る。
・アンケートを実施し、利⽤者の要望に応えている。具体的には、冬期の滑り⽌めの砂まき強化や
轍の解消を⾏い、サービスアップに努めている。
・平成23年には、真駒内〜札幌駅間運⾏のじょうてつバス内に広告を掲⽰するなどの対策を講じ
た。
・収容台数150台のうち135台は定期利⽤枠としている。空き状況については、平成22年度当初
は、約40⼈が定期利⽤の空きを待っている状況であったが、現在では、待機者も約80⼈まで増
え、最⼤で1年待ちの状態となっている。
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

将来的に持続可能な市営交通の在り⽅の観点か
ら、さらなる⺠間活⼒導⼊の可能性について検
討すること。

10

施策全般（地下鉄）

①市電、地下鉄の⺠営化は検討
されたことがあるのか
②それぞれの事業における⼀部
⺠営化や委託化の割合と、その
推移について⽰してほしい

①
 交通局では、平成４年度以降、継続的に経営健全化の取り組みを⾏ってきたが、乗客の減少傾向
はとどまることなく、危機的な経営状況であったことから、平成13年、市営企業調査審議会にお
いて、事業のあり⽅について抜本的な⾒直しが必要であるとして、意⾒書が提出された。
 ⾼速電⾞事業については、「巨額の債務の有することなどから公営で維持せざるを得ない。ま
た、市⺠⽣活に⽋かせない重要な都市施設であり、市⺠共通の財産として引き続き安定したサービ
スの提供を⾏っていく必要がある」旨の意⾒が出され、
 ⾃動⾞事業については、「経済性の発揮がより⼀層期待できる⺠営に移⾏することが、市⺠負担
の総体的な軽減と利⽤者サービスに繋がると考えられるため、段階的に⺠営に移⾏し、平成16年
に事業を廃⽌する」旨の意⾒、
 軌道事業については、「事業としては成⽴しない状況であるが路⾯電⾞は⼈や環境にやさしく、
魅⼒ある都⼼の創造に寄与する都市の装置であり、まちづくりや総合交通体系の視点から市⺠議論
を深めたうえで決定されるべき」旨の意⾒が出された。
 それを踏まえ、同年、交通事業改⾰プランとしてまとめ、地下鉄については市営で事業維持する
こととし、⾃動⾞事業については、路線を委譲して平成15年度末で事業を廃⽌。また、路⾯電⾞
については、存廃を含めたあり⽅を検討することとし、平成17年には市⻑定例記者会⾒において
路⾯電⾞の存続を表明。その後、さっぽろを元気にする路⾯電⾞検討会議等により議論を深め、平
成22年には札幌市路⾯電⾞活⽤⽅針を策定。平成24年に策定した札幌市路⾯電⾞活⽤計画では、
路線をループ化し、平成30年代前半の経営形態の⾒直しについて検討することとし、現在、⾒直
しに向けて検討を進めている。

②
【⾼速電⾞事業】
 平成4年度以降の経営健全化の取組みにより、平成3年度末と⽐較して988⼈を削減
 （H3年 1,549⼈⇒H23年 561⼈）
 ＜主な取組み＞
 ・全駅の駅業務を委託化（H12〜H20）
 ・⾞両⼯場の整備業務を⼀部委託化（H15〜H17）
 ・ワンマン運転化（H21東⻄線、H25南北線）
【⾃動⾞運送事業】
 全路線を⺠間に移譲し、平成15年度末に事業廃⽌（H3年 1,332⼈ ⇒ H16年0⼈）
【軌道事業】
 平成4年度以降の経営健全化の取組みにより、平成3年度末と⽐較して67⼈を削減
 （H3年128⼈ ⇒ H23年61⼈）
 ＜主な取組み＞
 ・整備業務の⼀部を委託化（H12〜H13）
 ・運転⼿の⾮常勤職員化
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NO 事業名 質問事項 関連する市民意見 仮指摘事項案所管部局回答

追加
質問
16

施策全般（地下鉄）

⾼速電⾞事業の⻑期的な収⽀⾒
通しはどのようになっている
か。
今の状況でいくと、企業債が償
還されるのはいつになるか。

意⾒
1

SAPICA導⼊活⽤推進費

もともとプレミアムをよく思っ
ていないということが透けて⾒
え、すごく違和感がある。１
０％に戻そうというふうに⾒え
ます。そういう覚悟が本当にあ
るのなら、ウィズユーカードの
プレミアムを１０％に落とすの
が本当の順番ではないか。

意⾒
2

SAPICA導⼊活⽤推進費

今後ＩＣカードに誘導していこ
うとするのであれば、プレミア
ムだけの問題ではないと思う
が、利⽤者にとってのメリット
がないとなかなかウィズユー
カードから移⾏しない。
どうやってＳＡＰＩＣＡの普及
を図っていくかが⼤きな課題で
ある。

№2と同じ

意⾒
3

SAPICA導⼊活⽤推進費

SAPICAの普及を⾒きわめて
ウィズユーカードをやめる、両
⽅を並⾏していけばそのうち
SAPICAに移⾏する、というの
は、政策としてはよくない。早
⽬の判断が必要だと思う。

意⾒
4

SAPICA導⼊活⽤推進費

交渉事なのはわかるが、現⾏の
SAPICAは⽚利⽤の状態で、他
のところは相互利⽤できている
のに、なぜ札幌だけできないの
かというのが、市⺠に理解され
ないところだと思う。

意⾒
5

SAPICA導⼊活⽤推進費

そもそもSAPICAを普及させて
いく⼀番の⽬的が何かというこ
とがわからない。⼀番は地下鉄
を利⽤してもらうということで
あれば、そこにもう少し絞って
もいいのではないか。

経常収⽀は、３線を合わせて、平成１８年に⿊字化になっている。
平成１６年で４，６００億円ほどあった企業債残⾼は、今、３，３００億円ほどで約３割減少して
いる。
この１０年間で、毎年１５０億円前後の償還を進めてきており、この⽔準を踏まえながら、今後も
償還を進めていき、適正な企業債残⾼がどのくらいかを⾒据えていきたいと考えている。
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意⾒
6

施策全般（路⾯電⾞、
バス）

市電やバスは、利⽤が少ないと
ころでも、その地域の住⺠には
必要であり、また都市機能も⼀
定程度維持すべきだと思われ
る。多くの税⾦がかかる問題と
考えられるため、さらなる市⺠
理解のために、しっかり説明す
べきではないか。

質問6と同じ

意⾒
7

施策全般（バス）

バス路線の存廃を個⼈の利便性
の観点で揃えるのは、限界があ
る。市⺠それぞれ⽣活環境が違
うため、市は市の視点で取り組
んでいかなければならない。

意⾒
8

パークアンドライド駐
⾞場事業関係

パークアンドライド駐⾞場利⽤
者の56%が従来のバス利⽤者と
なると、パークアンドライド駐
⾞場のそもそもの⽬的に抵触し
かねないのではないか。

意⾒
9

施策全般（路⾯電⾞）

市電の⾞両は、まとめて⼊れる
から安くしてほしいとメーカー
との交渉はできるはずである。
計画を⽴てて⾏えば、コスト⾯
でもやりようがあるのではない
か。

意⾒
10

施策全般（バス）

バスをもっと利⽤したいと⽇ご
ろ思うが、バスがどこに向かう
のかよくわからないし、ネット
で調べても、やはりよくわから
ない。

追加質問5と同じ

意⾒
11

施策全般（啓発活動）

啓蒙活動に本腰を⼊れるなら、
⼩学校で必ず全校、全学年に、
いかに公共機関がすばらしく、
環境問題の中で必要かというこ
とをやっていかなければならな
いと思う。

・公共交通の危機感や状況を当事者意識
を持って考える機会づくり。

⼦どもの頃から、公共交通の役割・必要性を実
感できるよう、関係機関との連携を進めるこ
と。
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